
■継承と売買■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 160号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：継承と売買 

 

現代の土地所有者に「あなたは地主ですか？」と尋ねると、ほとんどの人が NOという。それは多くの場合、自

分の土地が先祖代々引き継いできた土地ではなく、購入した土地だからだ。先祖から引き継ぐとは、具体的には

親から相続することなので、無償でもらうことを指す。親もその親も、土地はずっと無償で引き継がれてきたの

は、そもそも土地は無償の資源だから。マグロも石油もすべての資源は、初めは無償だということを忘れてはな

らない。だが、「タダより高い物はない」の言葉通り、無償でもらうのは厄介なことだ。譲る側は、誰にどのよう

な条件で譲るかを自由に決められるが、貰う側はそれらを引き受けるしかない。その意味で、継承もせずに地主

で無くなる「売却」を行う人は、すでに地主とは言えない。 

 

購入とは引き継ぎの条件を解除するために対価を支払う「地主を引き継がない取引」と言えるだろう。だが、購

入したからと言って地主でないとは限らない。たとえ引継いだ地主でなくとも、土地を売らずに所有し続ければ、

やがて地主になる。そして、土地は永久だが人には寿命があり、誰かに引き継いで欲しいと願うことになるはず

だ。つまり、地主とは土地を誰かに継承しようとする人のことだ。 

 

ところが、継承は簡単にできることではなく、日ごろから準備をしておく必要がある。かつての封建社会では、

継承のための家制度が確立し、半ば強制的に家督を継承した。だが、近代化によって人々はその呪縛から逃れ、

自由な選択肢を得たのだと思う。だからこそ、現代は「だれに、何を、なぜ継承するか」をあらかじめ提示し、

賛同を得る必要がある。自発的選択による継承が実現する仕組みを作らなければ、継承は続かない。 

 

初めにも述べたように、継承は売買に代わる選択肢のこと。土地を譲渡する代わりに対価を得るのでなく、叶え

て欲しい願いや条件を具体的にする必要がある。誰に継承したい…という願いは「家族のようなイメージ」かも

知れないし、何を継承したい…という願いは「家業や土地活用、地域貢献」かも知れないし、なぜ継承したい…



という願いは「実家とか故郷の大切さ」かも知れない。こうした願いが叶うなら、たとえ土地を無償で譲渡して

も、確かに惜しくは無いと僕は思う。それは言い換えると、自分の願いを叶えるために相手から対価をもらう訳

には行かない…ということになる。だとすれば、相手に願いを叶えてあげたくても、それはお金で買えないこと

であり、売買では不可能な選択肢となる。 

 

確かに、昔の地主の役割は、封建社会の終焉と共に終わったのかもしれない。だが、土地を介して誰かに思いや

営みを継承することは、現代社会そして未来においても必要だ。空き家問題は、個別の住宅の問題かもしれない

が、それが周囲に広まれば地域社会が死滅する。社会が豊かになるにつれて空き家が増え続け、後継者がいなく

なり田畑が捨てられていくなど、何かが狂っている。家族や家業のしがらみにまみれた故郷を捨てる選択肢を否

定する気はないが、永続可能な家族や家業を作り、新たな故郷を作りたいと願う人たちの存在を、僕は忘れられ

ない。地主の学校とは、こうした人たちと共に、永続型の社会を創る新しい地主を育てるプロジェクトだ。まず

は「地主の学校を語る会」で、自由に語り合いたい。 

 

http://nanoni.co.jp/20180528-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. トピックス：地主の学校を語る会 

 

先月に引き続き、毎週土曜日の午後は「地主の学校を語る会」を開催します。 

どなたでも参加できますので、気軽に問い合わせください。 

開催日：6/2,9,16,23,30  

時間：13時～21時 予約制 

場所：笑恵館 東京都世田谷区砧 6-27-19 

 

地主とは 土地を売買の対象でなく、夢を叶える未来の資源と考える方のこと 

この会では、下記の方歓迎です。 

・土地を売りたくない人 

土地を使って叶える夢を描きたい人 

夢を分かち合う後継者を育てたい人 

土地を売らずに使い続ける人に譲りたい人 

・土地を買いたくない人 

所有者と夢を分かち合い、協力したい人 

所有者の夢と土地を引き継ぎたい人 

使い続けられる土地を譲って欲しい人 

・その他、土地や建物の将来について、何でもご相談に応じます。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 



凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）5/28 ○午後から笑恵館で面談可 

（火）5/29 ○なのに作業日（青葉台） 

（水）5/30 ○なのに作業日（青葉台） 

（木）5/31 ○午後から笑恵館で面談可 

（金）6/01 ○なのに作業日（青葉台） 

（土）6/02 ○終日笑恵館で面談可 

   12-18時 ★地主の学校を語る会 

（日）6/03 ○休業日 

   黒部-立山旅行 

■その後のイベント 

6/09 ★地主の学校を語る会（笑恵館） 

6/14 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

6/14 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

6/19-20 ★御宿グッドネイバーズ 

6/21 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

6/24 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 taku8823@ezweb.ne.jp 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


